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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】令和1年12月19日(2019.12.19)

【公表番号】特表2018-533661(P2018-533661A)
【公表日】平成30年11月15日(2018.11.15)
【年通号数】公開・登録公報2018-044
【出願番号】特願2018-524240(P2018-524240)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｇ  71/04     (2006.01)
   Ｃ０８Ｇ  75/045    (2016.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｇ   71/04     　　　　
   Ｃ０８Ｇ   75/045    　　　　

【手続補正書】
【提出日】令和1年11月8日(2019.11.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ポリマー、特にポリヒドロキシウレタンポリマーを製造する方法であって、少なくとも
１個のアルケニルエーテル基、特に１-アルケニルエーテル基および少なくとも２個のヒ
ドロキシル基（-ＯＨ）を含有する、少なくとも１種のアルケニルエーテルポリオールを
、または、モノマー単位として少なくとも１種のそのようなアルケニルエーテルポリオー
ルを含有するプレポリマーを、少なくとも２個のチオール基（-ＳＨ）を含む化合物と反
応させることを含む方法。
【請求項２】
　少なくとも１個のアルケニルエーテル基を含む化合物、好ましくは、少なくとも１個の
アルケニルエーテル基、特に１-アルケニルエーテル基、および少なくとも２個のヒドロ
キシル基（-ＯＨ）を含むアルケニルエーテルポリオール、またはモノマー単位として少
なくとも１種のそのようなアルケニルエーテルポリオールを含むポリマー、特にポリウレ
タンまたはポリエステルを架橋する方法であって、前記化合物を少なくとも２個のチオー
ル基を含む化合物と反応させることを含む方法。
【請求項３】
　前記アルケニルエーテルポリオールが、
　Ａ）少なくとも１個のアルケニルエーテル基、ならびに-ＯＨ、-ＣＯＯＨ、-ＳＨ、-Ｎ
Ｈ２およびその誘導体から選択される少なくとも１個の官能基を含有するアルケニルエー
テルを、（ｉ）エポキシドまたは（ｉｉ）環状カーボネートまたはその誘導体と反応させ
ること；または
　Ｂ）少なくとも１個のアルケニルエーテル基ならびに（ｉ）エポキシ基および（ｉｉ）
環状カーボネート基またはその誘導体から選択される少なくとも１個の官能基を含むアル
ケニルエーテルを、アルコール、チオール、カルボン酸もしくはアミン、またはその誘導
体と反応させること
によって得ることができることを特徴とする、請求項１または２に記載の方法。
【請求項４】
　少なくとも１個のアルケニルエーテル基、ならびに-ＯＨ、-ＣＯＯＨ、-ＳＨ、-ＮＨ２
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およびその誘導体から選択される少なくとも１個の官能基を含有するアルケニルエーテル
を、（ｉ）エポキシドまたは（ｉｉ）環状カーボネートまたはその誘導体と反応させるこ
とにより、前記アルケニルエーテルポリオールを得ることができ、前記アルケニルエーテ
ルポリオールが式（Ｉ）：
【化１】

［式中、
　Ｒ１は、少なくとも二価の有機基、特に１～２０の炭素原子を有する少なくとも二価、
直鎖もしくは分枝、置換もしくは非置換のアルキル、または１～２０の炭素原子および少
なくとも１個の酸素または窒素原子を有する、直鎖もしくは分枝、置換もしくは非置換の
ヘテロアルキルであり、
　Ｒ２は、少なくとも１個の-ＯＨ基および／または１～１,０００の炭素原子を任意に有
する有機基、特に１～２０の炭素原子を有する、任意に二価もしくは多価の、直鎖もしく
は分枝、置換もしくは非置換のアルキル、または１～２０の炭素原子および少なくとも１
個の酸素もしくは窒素原子を有する直鎖もしくは分枝、置換もしくは非置換のヘテロアル
キルであり、
　Ｘは、Ｏ、Ｓ、Ｃ(=Ｏ)Ｏ、ＯＣ(=Ｏ)Ｏ、Ｃ(=Ｏ)ＯＣ(=Ｏ)Ｏ、ＮＲｘ、ＮＲｘＣ(=Ｏ
)Ｏ、ＮＲｘＣ(=Ｏ)ＮＲｘまたはＯＣ(=Ｏ)ＮＲｘであり、
　各ＲおよびＲ’は、Ｈ、Ｃ１－２０アルキルおよびＣ２－２０アルケニルから独立して
選択され、特にＲおよびＲ’の１つはＨであって他方はＣ１－４アルキルであるか、また
は、ＲとＲ’は共にＨであり、
　各Ａ、ＢおよびＣはＣＲ''Ｒ'''から独立して選択され、
　Ｒ''およびＲ'''はＨ、官能基および有機基、特にＨおよびＣ１-２０アルキルから独立
して選択されるか、または、Ｒ''およびＲ'''は一緒に、またはそれらが結合している炭
素原子とともに有機基になるか、または、隣接する炭素原子と結合しているＲ''およびＲ
'''の２つは一緒に、隣接する炭素原子間の二重結合を形成するために結合を形成し、

【化２】

は単結合または二重結合であり、それが二重結合である場合、Ｒ２に結合している炭素原
子は置換基Ｒ''またはＲ'''の１つのみを有し、
　ｍは１～１０の整数、好ましくは１であり、
　ｎ、ｐおよびｏはそれぞれ０または１～１０の整数であり、ここで、ｎ＋ｐ＋ｏ=１以
上、特に１または２であり、また、
　ＲｘはＨ、有機基または

【化３】

であり、また、Ｒｘが
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【化４】

でない場合、Ｒ２は、-ＯＨおよび

【化５】

から選択される少なくとも１個の置換基を含む］
のアルケニルエーテルポリオールであることを特徴とする、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　少なくとも１個のアルケニルエーテル基、ならびに（ｉ）エポキシ基および（ｉｉ）環
状カーボネート基またはその誘導体から選択される少なくとも１個の官能基を含有するア
ルケニルエーテルを、アルコール、チオール、カルボン酸もしくはアミンまたはその誘導
体と反応させることによって、前記アルケニルエーテルポリオールを得ることができ、前
記アルケニルエーテルポリオールが式（Ｖ）：
【化６】

［式中、
　Ｒ１は少なくとも二価の有機基、特に１～２０の炭素原子を有する少なくとも二価の直
鎖もしくは分枝、置換もしくは非置換のアルキル、または１～２０の炭素原子および少な
くとも１個の酸素または窒素原子を有する直鎖もしくは分枝、置換もしくは非置換のヘテ
ロアルキルであり、
　Ｒ３は、任意に１～１,０００の炭素原子を有する有機基、特に１～２０の炭素原子を
有する任意に二価もしくは多価の、直鎖もしくは分枝、置換もしくは非置換のアルキル、
１～２０の炭素原子および少なくとも１個の酸素もしくは窒素原子を有する直鎖もしくは
分枝、置換もしくは非置換のヘテロアルキル、または式-Ｏ-［ＣＨＲａＣＨ２Ｏ］ｂ-Ｒ

ｂ〔式中、ＲａはＨまたはＣ１-４アルキル基であり、ＲｂはＨまたは

【化７】

であり、ｂは１～１００である〕の(ポリ)アルキレングリコールであり；
　Ｘは、Ｏ、Ｓ、ＯＣ(=Ｏ)、ＯＣ(=Ｏ)Ｏ、ＯＣ(=Ｏ)ＯＣ(=Ｏ)、ＮＲｚ、ＮＲｚＣ(=Ｏ
)Ｏ、ＮＲｚＣ(=Ｏ)ＮＲｚまたはＯＣ(=Ｏ)ＮＲｚであり、
　各ＲおよびＲ’は、Ｈ、Ｃ１-２０アルキルおよびＣ２-２０アルケニルから独立して選
択され、特にＲおよびＲ’の１つはＨであって他方はＣ１-４アルキルであるか、または
ＲとＲ’は共にＨであり、
　各ＡおよびＢはＣＲ''Ｒ'''から独立して選択され、
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　Ｒ''およびＲ'''は、Ｈ、官能基および有機基、特にＨおよびＣ１-２０アルキルから独
立して選択されるか、または、Ｒ''およびＲ'''は一緒に、またはそれらが結合している
炭素原子と共に有機基となるか、または、隣接する炭素原子に結合しているＲ''およびＲ
'''の２つは、隣接する炭素原子間の二重結合を形成するために結合を一緒に形成し、
　ｍは１～１０の整数、好ましくは１であり、
　ｓおよびｔはそれぞれ０または１～１０の整数であり、ここで、ｓ＋ｔ=１以上、特に
１または２であり、また、
　ＲｚはＨ、有機基または
【化８】

であり、また、Ｒｚが
【化９】

でない場合、Ｒ３は-ＯＨおよび
【化１０】

から選択される少なくとも１個の置換基を含む］
のアルケニルエーテルポリオールであることを特徴とする、請求項３に記載の方法。
【請求項６】
　少なくとも２個のチオール基を含む前記化合物がジメルカプト化合物、好ましくは任意
に置換されたジメルカプトアルカンであることを特徴とする、請求項１～５のいずれかに
記載の方法。
【請求項７】
　少なくとも２個のチオール基を含む化合物が式（ＶＩ）：
【化１１】

［式中、
　Ｒ４は、少なくとも二価の有機基、特に１～２０の炭素原子を有する少なくとも二価の
直鎖もしくは分枝、置換もしくは非置換のアルキル、または１～２０の炭素原子および少
なくとも１個の酸素もしくは窒素原子を有する直鎖もしくは分枝、置換もしくは非置換の
ヘテロアルキルであり；
　ｕは１～１０、好ましくは１～５の整数である］
の化合物であることを特徴とする、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　チオール基に対するアルケニルエーテル基のモル比が０.１～１０、好ましくは０.８～
２.０の範囲にあることを特徴とする、請求項１～７のいずれかに記載の方法。
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【請求項９】
　請求項１～８のいずれかに記載の方法を使用して得ることができるヒドロキシル基含有
ポリマーまたは架橋化合物。
【請求項１０】
　ポリマーが、少なくとも１,０００g/mol、好ましくは少なくとも２,０００g/mol、さら
に好ましくは少なくとも４,０００g/molの数平均分子量Mnを有することを特徴とする、請
求項９に記載のヒドロキシル基含有ポリマー、特にポリヒドロキシウレタン。
【請求項１１】
　請求項９または１０に記載のヒドロキシル基含有ポリマーを含む、組成物、特に接着剤
、シーラントまたはコーティング剤組成物。
【請求項１２】
　接着剤、シーラントまたはコーティング剤組成物の成分としての、請求項９または１０
に記載のヒドロキシル基含有ポリマーの使用。
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